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事
例
を
踏
ま
え
て
、
将
来
の
市

場
化
を
視
野
に
入
れ
る
も
の

の
、
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て

推
進
す
る
。

東
京
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
は
太
陽

光
発
電
事
業
で
は
大
手
の
一
角

を
占
め
る
。
リ
ー
ス
会
社
と
し

て
よ
り
も
む
し
ろ
事
業
会
社
と

し
て
の
立
場
が
強
ま
っ
て
お

り
、
開
発
事
業
者
と
し
て
も
環

境
保
護
へ
の
取
り
組
み
は
課
題

と
な
っ
て
い
た
。

東
京
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
で
は
船

舶
・
航
空
が
軸
の
ス
ペ
シ
ャ
ル

テ
ィ
部
門
で
以
前
か
ら
イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
投
資
を
手
が
け

て
お
り
、
自
立
支
援
ロ
ボ
の
サ

イ
バ
ー
ダ
イ
ン
（
茨
城
県
つ
く

ば
市
）
や
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー

の
ユ
ー
グ
レ
ナ
（
東
京
・
港
）

な
ど
の
数
々
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
育
成
を
支
援
し
て
き
た
実

績
が
あ
る
。

米
国
を
中
心
に
海
外
の
先
行

里
山
の
維
持
・
保
全
活
動

に
市
場
原
理
を
持
ち
込
み
、

持
続
可
能
な
取
り
組
み
と
す

る
新
た
な
試
み
。
活
動
の
主

体
と
な
る
「
里
山
バ
ン
ク
」

で
は
、
里
山
の
復
元
や
創

造
、
維
持
・
管
理
と
い
っ
た

活
動
に
伴
う
成
果
を
「
ク
レ

ジ
ッ
ト
」
と
し
て
開
発
業
者

な
ど
に
販
売
。
開
発
業
者
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
購
入
を
通
じ

て
、
開
発
に
伴
う

自
然
環
境
や
生
態

系
に
対
す
る
マ
イ

ナ
ス
の
影
響
を
相

殺
（
オ
フ
セ
ッ

ト
）
し
た
も
の
と

み
な
す
。

Ｃ
Ｏ

２

な
ど
温

室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
に
見
合
っ
た

削
減
活
動
へ
の
投

資
な
ど
を
通
じ
て

排
出
削
減
効
果
を

実
現
す
る
カ
ー
ボ

ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト

に
似
た
取
り
組
み

だ
が
、
そ
の
自
然
環
境
版
の

取
り
組
み
に
あ
た
る
「
生
物

多
様
性
バ
ン
キ
ン
グ
」
で

は
、
代
償
が
難
し
い
場
合
の

開
発
中
止
な
ど
の
「
回
避｣


事
業
の
効
率
化
・
縮
小
な
ど

影
響
の
「

小
化
」
と
い
っ

た
プ
ロ
セ
ス
が
オ
フ
セ
ッ
ト

適
用
の
前
提
と
な
る
。
欧
米

な
ど
で
は
す
で
に
制
度
化
さ

れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立

し
て
い
る
。

み
で
運
用
さ
れ
て
お
り
、
環
境

ビ
ジ
ネ
ス
の
１
つ
の
分
野
と
し

て
認
知
さ
れ
て
い
る
。

み
。
日
本
で
は
田
中
教
授
が
提

唱
し
て
い
る
。
欧
米
で
は
Ｃ
Ｏ

２
の
排
出
権
取
引
と
近
い
仕
組

印
旛
郡
酒
々
井
町
の
農
業
法

人
で
あ
る
椿
フ
ァ
ー
ム
と
7
月

21
日
、
里
山
バ
ン
ク
に
関
す
る

協
業
に
つ
い
て
基
本
合
意
し

た
。
椿
フ
ァ
ー
ム
は
、
東
京
都

市
大
学
の
田
中
章
教
授
と
里
山

バ
ン
キ
ン
グ
の
実
証
実
験
を
共

同
で
行
っ
て
い
る
。
東
京
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
は
資
金
面
を
含
め
た

事
業
化
に
向
け
た
支
援
で
協
力

す
る
。

里
山
バ
ン
キ
ン
グ
と
は
、
環

境
ビ
ジ
ネ
ス
の
１
つ
で
、
里
山

保
全
と
開
発
事
業
な
ど
の
経
済

活
動
と
を
両
立
さ
せ
る
取
り
組

す
ぎ
た
竹
林
や
手
入
れ
が
行
き

届
か
ず
に
内
部
が
く
さ
っ
て
商

品
価
値
の
な
い
杉
な
ど
が
生
え

放
題
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を

伐
採
・
整
備
す
る
な
ど
し
て
、

里
山
バ
ン
キ
ン
グ
に
向
け
た
環

境
を
整
え
る
。

整
備
に
か
か
る
必
要
な
資
金

は
東
京
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
が
寄
付

な
ど
に
よ
り
支
援
す
る
ほ
か
、

今
後
は
里
山
の
自
然
保
護
に
関

心
を
寄
せ
る
企
業
や
地
元
関
係

者
な
ど
の
協
力
も
募
る
計
画
。

多
様
な
昆
虫
や
植
物
な
ど
が
生

育
・
生
息
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
当
面
は
恵
ま
れ
た
生
態
系

を
生
か
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
地
元
の
小
中

学
校
な
ど
に
提

供
す
る
。

酒
々
井
町
は

成
田
空
港
の
あ

る
成
田
市
に
隣

接
す
る
。
こ
の

利
点
を
生
か

し
、
コ
ロ
ナ
収

束
後
を
見
据
え

海
外
観
光
客
の

来
訪
に
向
け
た

施
策
な
ど
も
視

野
に
入
れ
て
い

る
模
様
だ
。

活
動
の
舞
台
と
な
る
里
山

は
、
バ
ブ
ル
期
に
ゴ
ル
フ
場
開

発
の
用
地
と
開
発
が
予
定
さ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
後
計
画
が
頓

挫
す
る
こ
と
で
放
置
さ
れ
て
い

た
酒
々
井
町
北
部
の
約
40
㌶
の

里
山
・
里
地
を
使
う
。
関
東
ロ

ー
ム
層
に
全
面
が
覆
わ
れ
て
お

り
、
エ
リ
ア
内
に
は
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
で
湧
き
水
が
わ
い
て
い

る
。
里
地
部
分
は
上
質
な
水
質

を
生
か
し
た
水
田
で
、
夏
に
は

ホ
タ
ル
な
ど
が
飛
散
す
る
な
ど

整
備
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
森
林
部
分
は
長
年
放

置
さ
れ
た
影
響
で
荒
廃
が
進
ん

で
い
る
。
そ
こ
で
今
後
は
増
え

な
い
の
が
現
状
だ
。

そ
の
理
由
と
し
て
田
中
教
授
は

「
生
物
多
様
性
を
担
保
す
る
取
り

組
み
で
あ
る
ミ
テ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

（
緩
和
）
を
議
論
す
る
以
前
に
、

そ
の
土
台
で
あ
り
、
実
質
的
に
開

発
と
保
全
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

仕
組
み
で
あ
る
べ
き
は
ず
の
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
制
度
（
環
境
影
響

評
価
制
度
）
が
、
ほ
と
ん
ど
国
民

に
知
ら
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
現

状
を
指
摘
す
る
。
背
景
に
は
歴
史

的
な
経
緯
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
は

日
本
独
自
の
縦
割
り
の
許
認
可
の

仕
組
み
な
ど
に
阻
ま
れ
議
論
が
う

や
む
や
に
な
っ
て
い
る
実
態
が
あ

る
と
い
う
。

今
回
の
酒
々
井
町
で
椿
フ
ァ
ー

ム
と
行
っ
て
い
た
里
山
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
は
東
京
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
が

加
わ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

「
停
滞
し
て
い
た
現
状
を
変
え
る

一
歩
に
な
る
」
と
の
見
方
を
示

す
。
そ
の
う
え
で
「
地
域
の
里
山

の
自
然
を
美
し
く
健
全
な
形
で
後

世
に
残
し
て
い
き
た
い
と
い
う
強

い
意
思
の
あ
る
企
業
の
賛
同
が
今

後
も
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

先
行
す
る
諸
外
国
の
制
度
を
も

と
に
、
日
本
独
自
の
生
物
多
様
性

維
持
の
手
法
と
し
て
「
里
山
バ
ン

キ
ン
グ
」
を
提
唱
し
て
き
た
東
京

都
市
大
学
の
田
中
章
教
授
は
「
里

山
バ
ン
キ
ン
グ
は
地
域
生
態
系
や

生
物
多
様
性
を
ま
と
ま
っ
た
土
地

に
永
久
保
全
で
き
る
合
理
的
か
つ

経
済
的
手
法
だ
が
、
そ
の
役
割
は

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
」
と
し
て
、

「
昨
今
の
気
候
変
動
に
伴
う
土
砂

流
出
な
ど
の
災
害
防
止
や
現
在
の

国
の
環
境
基
本
計
画
の
柱
と
な
っ

て
い
る
『
地
域
循
環
共
生
圏
』
の

強
力
か
つ
実
質
的
な
推
進
エ
ン
ジ

ン
と
な
り
う
る
」
と
、
こ
の
手
法

が
持
つ
可
能
性
に
つ
い
て
こ
の
よ

う
に
説
明
す
る
。

し
か
し
、
先
進
国
で
取
り
組
み

が
進
む
中
、
唯
一
、
日
本
だ
け
が

普
及
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
は
こ

の
10
年
間
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い

成
り
立
た
せ
て
こ
そ
、
広
が
り
や

意
味
を
持
つ
。
こ
れ
は
環
境
分
野

で
も
同
様
で
、
以
前
赴
任
し
て
い

た
ブ
ラ
ジ
ル
は
対
外
債
務
の
削
減

策
と
し
て
ア
マ
ゾ
ン
の
森
林
保
護

と
連
動
し
た
環
境
ス
ワ
ッ
プ
を
活

用
。
英
国
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
取
引

（
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
）
で

１
９
８
０
年
代
に
石
炭
か
ら
Ｌ
Ｎ

Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス
）
へ
の
切
り

替
え
を
通
じ
て
、
大
気
汚
染
の
解

消
に
つ
な
げ
て
い
る
。

出
張
で
地
方
に
行
く
と
、
自
然

林
が
減
少
し
て
い
る
様
子
が
気
に

な
っ
て
い
た
。
荒
廃
が
進
む
里
山

を
以
前
の
姿
に
取
り
戻
し
た
い
と

考
え
る
人
た
ち
は
全
国
に
い
る
。

社
会
的
課
題
に
先
ん
じ
て
取
り
組

む
の
は
、
今
や
企
業
の
社
会
的
使

命
。
自
然
保
護
に
意
識
の
高
い
企

業
協
力
を
呼
び
か
け
、
活
動
を
共

有
・
広
げ
て
い
き
た
い
。

に
対
す
る
税
額
控
除
が
用
意
さ
れ

れ
ば
、
こ
の
分
野
に
よ
り
多
く
の

プ
レ
ー
ヤ
ー
が
参
加
す
る
き
っ
か

け
に
な
る
。


息
の
長
い
活
動
と
な
り
そ

う
だ
。

社
会
貢
献
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

な
ど
を
誘
導
す
る
制
度
的
な
枠
組

み
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
の
が

大
の
要
因
だ
。
と
り
わ
け
税
の
優

遇
措
置
な
ど
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

の
創
設
で
は
、
関
係
省
庁
の
支
援

は
不
可
欠
と
な
る
。
寄
付
や
出
資

て
成
立
し
て
い
る
。
一
度
は
日
本

で
も
導
入
に
向
け
た
機
運
が
盛
り

上
が
っ
た
が
、
そ
の
後
は
下
火
に

な
っ
た
。

先
行
す
る
諸
外
国
と
異
な
り
、

日
本
に
は
そ
う
し
た
方
向
に
企
業

の
太
陽
光
発
電
事
業
だ
が
、
再
エ

ネ
分
野
の
主
力
事
業
と
し
て
成
長

し
て
い
く
中
で
、
こ
の
分
野
で
は

開
発
業
者
と
し
て
の
性
格
が
強
ま

っ
て
い
る
。
環
境
保
護
は
対
応
す

べ
き
身
近
な
課
題
で
あ
り
、
早
期

の
収
益
化
は
求
め
な
い
代
わ
り

に
、
社
会
的
意
義
の
あ
る
取
り
組

み
を
模
索
す
る
過
程
で
、
数
年
前

に
偶
然
知
っ
た
。


欧
米
で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
購
入
と
い
う
取
引
を
通
じ
て
、

開
発
な
ど
の
経
済
活
動
と
環
境
保

護
を
両
立
さ
せ
る
「
生
物
多
様
性

バ
ン
キ
ン
グ
」
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

新
た
な
環
境
保
護
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て

日
本
の
各
地
に
残
る
里
山

に
着
目
し
た
の
が
東
京
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
。
里
山
を
舞
台
に
生
物
多
様

性
の
分
野
で
ビ
ジ
ネ
ス
化
を
め
ざ

す
動
き
は
初
め
て
と
な
る
。
動
機

や
背
景
、
課
題
な
ど
を
、
中
島
弘

一
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
フ
ェ
ロ
ー

に
聞
い
た
。

◇


エ
コ
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
、
里
山
バ
ン
キ
ン
グ
を
選
ん
だ

い
き
さ
つ
は
。

当
初
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
リ
ー

ス
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
京
セ
ラ
と

東
京
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ･

フ
ェ
ロ
ー

中
島
弘
一
氏

に聞く 船橋市船橋市

椿
里
山
バ
ン
ク

○●

太平洋東京湾

銚子市銚子市
成田市成田市

千葉市千葉市
浦安市浦安市

館山市館山市

木更津市木更津市

酒々井町酒々井町

開発の影響事業者の責任で復元

リ
ー
ス
最
大
手
の
東
京
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
（
東
京
・
千
代
田
）
は
新
た
な
環
境

ビ
ジ
ネ
ス
に
向
け
た
挑
戦
を
始
め
る
。
千
葉
県
酒
々
井
町
に
広
が
る
自
然
豊
か

な
里
山
を
舞
台
に
、
国
際
的
に
通
用
す
る
多
様
性
維
持
（
里
山
バ
ン
キ
ン
グ
）

に
向
け
た
環
境
保
護
の
取
り
組
み
に
日
本
で
初
め
て
乗
り
出
す
。
企
業
に
と
っ

て
コ
ス
ト
が
か
か
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
環
境
保
護
活
動
だ
が
、
将
来
的
に

は
収
益
を
生
む
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
転
換
を
め
ざ
す
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里
山
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で
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境
保
護
と
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ジ
ネ
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両
立

東京センチュリー東京センチュリー
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で
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々
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町
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里
山
で

解説 里山バンキング

持続可能

 東
京
都
市
大
学

田
中

章
教
授

前進にむけた第一歩

制
度
的
支
援

欧
米
に
後
れ

◆なかじま・こういち 1976年早

大法卒、第一勧業銀行（現みずほ銀

行）入行。執行役員、みずほ証券常

務執行役員を経て、2009年に東京セ

ンチュリーリース（現東京センチュ

リー）入社。執行役員副社長とし

て、不動産ファイナンスやスペシャ

ルティ部門長などの担当を歴任し

た。今年４月から現職。千葉県出

身、69歳。

当
面
は
社
会
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献
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一
環
で

当
面
は
社
会
貢
献
の
一
環
で
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